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　私の家族は、妻と高校１年生の娘の３人で
す。最近では、自己主張が強くなってきた娘と
の関わり方に悩んでいます。
　娘は幼少期からバレエを習っていて、今でも
放課後と休日にバレエのレッスンに通っていま
す。そんな娘を見ていて、好きなことに打ち込
み、継続して努力していることは応援したいと
いう思いと、将来のために勉学を頑張ってほし
いという思いの間で、どちらが娘のためになる
のか常に気持ちは揺れ動いています。
　娘が中学３年生の時、夏休み期間中にバレエ
の海外短期留学をする機会を得ました。これま
でにも海外留学の誘いを何度か頂いており、娘
はその度に行きたいと言っていましたが、留学
先が政情不安定な地域だったことや、まだ幼
かったことなど色々と理由をつけて、留学はさ
せていませんでした。
　しかし、海外生活は、語学力向上や人生経験
を豊かにするなどのメリットもありますし、何
より娘がバレエを頑張ってきた結果として得た
機会なので、思い切って送り出すことにしま
した。
　娘にとって海外留学の体験は、とても得難い
ものになったようで、帰国後、「１年間の長期
留学をしたい」と言い出しました。
　当時の私は、娘の学歴のことを心配し、「と
りあえず高校へ進学しなさい。高校に通いなが
ら、海外留学の機会があればその時に相談に乗
る」と話を打ち切ってしまいました。
　しかし、当時の判断は本当に娘のためだった

のだろうかとずっと悩んできました。バレエに
限らず、身体能力を生かすアスリートの選手生
命は有限ですし、負傷することもあるので、次
の機会が訪れないかもしれません。学歴につい
てもその気になれば、本人の努力次第で何とか
なったのではないかと思います。あの時、自分
の考えを一方的に伝えるのではなく、娘の思い
と向き合って、しっかり話し合うべきだったの
かもしれません。
　そこで二人きりの時に、当時のことや私の普
段の言動について、娘に聞いてみました。娘か
らは「留学の件は特に気にしていないけど、い
つも一方的に反対するし、厳しい。すぐ怒るか
ら、お父さんにはお願い事がしづらい」などと
言葉を選びながら言われました。
　私の父は厳しい人で、私の父親像の原点に
なっているので、無意識のうちに娘に対し、威
圧的な態度をとっていたのだと思います。それ
が、話し合いにくい雰囲気を作っていたのだと
気付かされました。
　娘の幸せを願っていますし、娘の意見をでき
るだけ尊重しているつもりでしたが、いつの間
にか私の価値観や意見を押し付け、しっかり向
き合っていなかったのかもしれません。
　親として、娘にとっての最善とは何かを悩む
日々ですが、娘と話してみて、自分も変わって
いく必要があると感じました。そのために、娘
と話す機会を増やして、意見に耳を傾けていき
ながら、本音で話し合えるような関係づくりを
したいと考えています。それが娘を一人の人と
して尊重することにつながるのだと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　(40代、男性)

娘の思い、私の思い
～娘の幸せを願いながら～
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